
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

3人

3人

3人 3人 達成

達成3人 3人 3人

合計 3,635 3,316 3,538

技術研修員３名を受け入れるとともに、長野県内から研修員３名を河北省に派遣する。

本県の友好提携先である中国河北省及び海外県人会から研修員を受入れ、人材交流を図るとともに、経済発展著しい中国へ研修員を

相互派遣することにより、中国の事情に精通した人材を育成する。

中国河北省及び海外県人会から技術研修員を受入れ、中国河北大学に研修生を派遣すること等を通じて県の友好都市及び海外県人会

と相互協力関係を保ち、人材交流を図っている。

成果目標の達成状況

項目

受入事業

派遣事業

事業番号 07 06 03 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 海外技術協力推進事業海外技術協力推進事業海外技術協力推進事業海外技術協力推進事業
担

当

課

部局 観光部

４国際化の推進 実施期間 H16 ～

課・室 国際課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kokusai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

２-２　 協働、人権尊重、男女共同参画社会の実現

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県は友好提携の当事者であること。海外県人会との相互交流等の主体は県

が担うことが相当である。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

海外技術研修員受入事業 直接

中国河北省から2名、海外県人会から1名の研修生の

受入

中国河北大学へ3名の派遣

3,635 3,316 3,538

4,597 3,635 3,538

合計（A) 4,732 3,538

3人

予

算

額

前年度繰越

当初予算 4,732

補正予算 -948

3,649 3,635

Aの

財源

4,732 3,649 3,635 3,538

概　算

人件費

0.66 0.66 0.66 0.66

5,489

3,673 3,419 3,316

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

　長野県内での技術研修、河北大学での語学研修を通じ、中国河北省及び海外県人会との人材交流による相互協力関係を保ち、平成

25年度に予定されている河北省友好提携30周年及び平成26年度に予定されている在ブラジル長野県人会創立55周年事業につなげると

ともに、引き続き事業を継続していく。

目標に対

する成果

の状況

　目標どおり、受入事業では、河北省から２名、海外県人会から1名を受入れた。

　派遣事業においては、10名の応募のある中、河北大学に３名を派遣した。

 概算事業費（B（A）+C） 9,162 8,869 8,766 5,450

5,450 5,450 5,450
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区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度


